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　地域公益活動は、福祉ニーズの多様化・複雑化に伴い、制
度では十分に対応できない方に対する支援が必要とされるな
か、平成28年3月31日公布「社会福祉法等の一部を改正する
法律」において、社会福祉法人の責務として位置付けられまし
た。岡山県では、平成30年3月から5年間、岡山ささえ愛センター

（岡山県地域公益活動推進センター／事務局：岡山県社会福
祉協議会）を開設し、社会福祉法人が分野や立場を超えてつ
ながる“オール岡山”での地域公益活動の推進に取り組んでき
ました。

　そのなかで、市町村域における社会福祉法人ネットワーク
が、当初の目標設置数を超え、社会福祉法人が相互に協働す
る場を確保できたことから5年間のセンター事業を終えること
になりました（15市町村→22市町村）。

　今号では、令和４年度に、センター事業
5年間の取組を検証し、市町村域ネットワ
ークの目指したい姿など、今後の地域公益
活動の方向性や考え方をまとめた提案書の
概要について報告いたします。

岡山県社会福祉協議会 2023 Spring 2

―
５
つ
の
事
業
の
柱
と
取
組
結
果

　

セ
ン
タ
ー
は
、
オ
ー
ル
岡
山
で
の

地
域
生
活
課
題
の
解
決
を
基
本
理
念

に
掲
げ
、
左
記
5
つ
を
事
業
の
柱
と

し
て
推
進
し
ま
し
た
。
特
に
「
市
町

村
域
で
の
複
数
法
人
に
お
け
る
取
組

の
サ
ポ
ー
ト
（
❷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
）
」
に
重
き
を
置
き
、
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
・
推
進
委
員
か
ら
の

意
見
や
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
、
コ

ロ
ナ
禍
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
身
近
な

圏
域
で
の
地
域
生
活
課
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

―
主
な
検
証
結
果

① 

オ
ー
ル
岡
山
に
よ
る
合
意
形
成
・

　
一
体
的
な
気
運
づ
く
り

・
令
和
2
年
度
の
セ
ン
タ
ー
調
査
で
は
、

県
内
に
あ
る
約
8
割
の
福
祉
施
設
・

事
業
所
が
「
何
ら
か
の
地
域
公
益
活

動
を
行
っ
て
い
る
」
と
回
答
。

・
市
町
村
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
21
圏
域
の

う
ち
16
圏
域
に
お
い
て
、
管
内
の
福

祉
施
設
・
事
業
所
の
加
入
率
が
9
割

を
超
え
た
。
各
市
町
村
で
地
域
公
益

活
動
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
意

欲
の
表
れ
と
言
え
る
。

② 

市
町
村
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
、
活
動
が
停

滞
傾
向
に
あ
る
一
方
、
活
動
内
容

等
を
工
夫
し
な
が
ら
、
生
活
困
窮

者
支
援
等
、
積
極
的
に
地
域
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
。 

・
令
和
4
年
度
の
調
書
で
は
、
市
町

村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
事
業

は
県
内
24
事
業
、
今
後
新
た
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
事
業

は
14
事
業
で
あ
り
、
今
後
さ
ら

な
る
取
組
が
期
待
さ
れ
る
。
（
一

時
的
な
食
料
支
援
や
、
中
間
的
就

労
、
地
域
の
防
災
・
減
災
活
動
支

援
等
）

岡
山
さ
さ
え
愛
セ
ン
タ
ー

（
岡
山
県
地
域
公
益
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

最
終
活
動
報
告

～
セ
ン
タ
ー
5
年
間
の
取
組
成
果
・

　
今
後
の
さ
ら
な
る
推
進
展
開
と
は
～

1

セ
ン
タ
ー
５
つ
の
事
業
の
柱

❶気運づくり

❸モデルづくり

❹ひとづくり

❺見える化

県社協及び各種別協議会を中心とした
連携・協働ネットワークづくり等

モデル事業の開発、ノウハウ提供・普及展開

センターホームページ等による情報発信

地域公益活動の推進に向けた各研修等の開催

１５市町村域でのネットワーク設置
⇒２０市町村での参画機会の場の確保（R3～）

上方修正
❷ネットワークづくり

① オール岡山による合意形成・一体的な気運づくり
② 市町村域のネットワークづくり、地域住民等の認識の深まり

≪≪主な成果≫≫
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岡山県社会福祉協議会 2023 Spring3

―
岡
山
県
に
お
け
る
今
後
の
地
域
公
益

　
活
動
の
方
向
性

　

以
上
を
踏
ま
え
、
令
和
5
年
度
以
降

も
、
地
域
公
益
活
動
は
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
市
町
村
に
お

け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
」
と

い
う
観
点
か
ら
も
重
要
な
取
組
と
認
識

し
、
市
町
村
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心

に
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
の
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
存
の
市
町
村
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
中
長
期
的
な
視
点
を
見
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
理
想
の
姿
を
「
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域

の
困
り
ご
と
（
地
域
生
活
課
題
）
に
寄

り
添
い
、
解
決
の
た
め
の
取
組
を
実
践

し
て
い
く
こ
と
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の

た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
示
し
て

い
ま
す
【
図
1
】
。

　

さ
ら
に
、
話
し
合
い
・
学
び
合
い
の

内
容
・
テ
ー
マ
例
と
し
て
、
市
町
村
社

協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
熟
度
に
応
じ

て
、
３
つ
ご
提
案
を
し
て
い
ま
す
【
図

2
】
。

　

今
後
、
市
町
村
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
の
取
組
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
ぜ
ひ
市
町
村
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
心
を
寄
せ
、
活
動
に
協
力
し
た
り
、

住
民
の
困
り
ご
と
等
の
情
報
・
気
づ
き

を
市
町
村
社
協
や
福
祉
施
設
・
事
業
所

に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※
提
案
書
等
の
成
果
物
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

地
域
公
益
活
動
に
つ
い
て
」
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

地域共生社会の実現に向けて、
地域の困りごと（地域生活課題）に寄り添い、
解決のための取組を実践していくこと

今よりも、福祉施設・事業所と社会福祉協議会が
互いに遠慮せず、もっと話し合い、学び合いましょう。

そのために…

≪≪市町村域ネットワークの目指したい姿≫≫

1 岡山市 　—

2 倉敷市 　—

3 津山市 津山市社会福祉施設連絡会

4 玉野市 玉野市社会福祉法人ネットワーク協議会

5 笠岡市 笠岡市社会福祉法人連絡会

6 井原市 井原おもいやりネットワーク

7 総社市 ふくしネットそうじゃ
（総社市社会福祉法人社会貢献活動推進協議会）

8 高梁市 高梁市社会福祉法人連絡会

9 新見市 新見市社会福祉法人連絡協議会

10 備前市 ささえ💛💛💛💛福祉ネットワークびぜん

11 瀬戸内市 ささえ愛ネットせとうち
(瀬戸内市社会福祉法人等地域公益貢献活動推進協議会)

12 赤磐市 赤磐市社会福祉法人連絡会

13 真庭市 まにわささえ愛ネット
（真庭地域社会福祉法人連絡会）

14 美作市 美作お助け隊
（美作市内社会福祉法人等連絡協議会）

15 浅口市 浅口市社会福祉法人連絡会「かけはし」

16 和気町 和気町社会福祉法人連絡会設立総会

17 早島町 ほっとけんネット早島
（早島町社会福祉法人連絡協議会）

18 里庄町 　—

19 矢掛町 さくら福祉ネット　宿場町やかげ
（矢掛町社会福祉法人連絡会）

20 新庄村 ※真庭市「まにわささえ愛ネット」に参画

21 鏡野町 　—

22 勝央町 勝央町福祉ネット金時
（勝央町社会福祉法人連絡会）

23 奈義町 ※既存の地域ケア会議にて対応

24 西粟倉村 　—

25 久米南町 久米南町社会福祉法人連絡会

26 美咲町 あったかこころネットみさき
（美咲町社会福祉法人等連絡協議会）

27 吉備中央町 吉備中央町ほっと!コネクション!!
（吉備中央町社会福祉法人連絡協議会）

市町村 ネットワーク名称

❶ 設置して間もない市町村域ネットワーク向け
➡今ある地域生活課題に対して、共通認識を図ること

❷ これから具体的な活動に取り組もうとしているネットワーク向け
➡地域生活課題の解決に向けて、何ができるか考え、
実際に取り組むこと

❸ 既にネットワークで活動を行っているが、より活動を充実したいネットワーク向け
➡市町村域ネットワークとして今行っている活動を見直すこと

≪≪話し合い・学び合いの内容・テーマ例≫≫

さらにそのために…

【図 1】

【図 2】

注）岡山市・倉敷市は、県内他の市町村に比べて、人
口規模が大きく、社会福祉法人数も突出して多い
ことから、小中学校単位等、小地域での取組等も
模索しています。

県内の市町村域における社会福祉法人等ネットワーク設置状況
【ネットワーク設置済の市町村】21圏域（22市町村）　
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岡山県社会福祉協議会 2023 Spring 4

「空き家を活用した
新たな拠点・居場所づくり」

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、
県
社
協
）
で
は
、「
市
町
村
社

協
活
動
活
性
化
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
令
和
４
年
度
に
本

会
事
業
に
申
請
し
、
地
域
の
空
き

家
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
拠

点
・
居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
、
瀬
戸
内
市
社
協
）
の
取
組
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

取
組
に
至
っ
た
経
緯
、
内
容
、
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
瀬
戸
内

市
社
協
の
山
本
主
任
に
お
話
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
へ
こ
の
活
動
を
浸
透

さ
せ
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
取
組
が
活
性
化
す
る

と
と
も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
の
種
も
増
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
地
域
の
皆
さ

ん
が
理
解
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
理
解
者
を
増
や
す

こ
と
は
、
拠
点
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
さ
ら
に
は
福
祉
へ
の
理
解
の

広
ま
り
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て

瀬
戸
内
市
社
協
が
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

基
に
、
新
し
い
団
体
や
活
動
者
が
主
体

的
に
空
き
家
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
、
多
種
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
近
隣
の
高
校
生
に
よ
る
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

　　

実
際
に
空
き
家
で
過
ご
さ
れ
た
方
か

ら
は
、「
居
心
地
が
よ
く
、
落
ち
着
い

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
言
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
空
き
家

で
出
会
わ
れ
た
方
が
そ
の
後
も
交
流
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
地

域
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
浴
支
援
と
し
て
、
空
き
家

の
お
風
呂
を
利
用
さ
れ
た
方
は
、
就
労

意
欲
に
良
好
な
変
化
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
効
果
が
み
ら
れ

　

瀬
戸
内
市
社
協
で
は
、
生
活
困
窮
や

地
域
で
活
動
す
る
場
所
が
無
い
な
ど
、

現
状
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
福

祉
課
題
に
対
し
、
新
た
な
拠
点
・
居
場

所
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
居
場
所
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
と
考
え
、

県
社
協
の
市
町
村
社
協
活
動
活
性
化
支

援
事
業
に
申
請
し
、
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

 　

草
履
づ
く
り
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ

ン
ト
、
料
理
教
室
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な

新
た
な
拠
点
・
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
経
緯

空
き
家
を
居
場
所
に
し
た

効
果

実際の建物の様子

瀬戸内市社会福祉協議会　山本主任

瀬戸内市社会福祉協議会

お問い合わせ先
社会福祉法人瀬戸内市社会福祉協議会 〒701-4246 瀬戸内市邑久町山田庄862-1
TEL：0869-22-2940 FAX：0869-22-1850メール：kenri2@setouchisyakyo.or.jp

空き家募集中空き家募集中
地域貢献のために、
活用しても
いいかも～♪

瀬瀬
戸戸
内内
市市
社社
協協
でで
はは
、、

空空
きき
家家
をを
募募
集集
しし
てて
いい
まま
すす
。。

【活用事例（案）】
・地域の交流拠点
・子ども食堂の場所
・移住希望者へのお試し入居先
・低所得者への一時的な居住支援

など

※空き家バンクではありません。
福祉貢献型の空き家として、活用を目指しています。瀬戸内市社協が、空き家を借用（賃貸契約）させて頂きます。

ぜぜひひ、、
おお声声かかけけ
くくだだささいい！！

現
在
の
活
動
内
容

今
後
の
課
題
・
展
望

社
会
福
祉
法
人

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

：
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
８
６
２-

１

 

☎
：
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先
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研修会にて、グループに分かれ、演習（ロー
ルプレイ）を行なっている様子

なんでも相談コーナーを設置し、避難者役の方の各
種相談に応対する訓練を行なっている様子

地
域
福
祉
部　
経
営
支
援
班

 

☎
：
０
８
６-

２
２
６-

３
５
２
９

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和５年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆特定感染症重点プランでは中途加入の場合でも補償開始日より特定
　感染症が補償対象となります。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

特定感染症重点プラン

　

岡
山
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
以

下
、
岡
山
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
は
、
災
害
時

の
円
滑
な
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
チ

ー
ム
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会

の
実
施
や
、
関
係
機
関
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
推
進
会
議

の
実
施
等
）、
ま
た
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
つ
い

て
の
広
報
活
動
等
、
平
時
か
ら
様
々
な

取
組
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
９
月
４
日
に
瀬
戸
内
市

に
て
岡
山
県
総
合
防
災
訓
練
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
に
岡
山
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
し
て
初
め

て
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
瀬
戸
内
市
の
保
健
師
や

社
協
、
日
本
赤
十
字
社
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
避
難
者
役
の
方
の
相
談
へ
の
応

対
や
困
り
事
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を

実
施
。
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
し
て
の
支
援
の
在

り
方
や
他
機
関
と
の
連
携
の
必
要
性
に

つ
い
て
改
め
て
確
認
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
員
養
成
研
修
（
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
）
に
お
い
て
も
、
瀬
戸
内
市

で
の
訓
練
内
容
を
研
修
に
反
映
す
る
こ

と
で
、
よ
り
実
践
に
近
い
形
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
災
害
時
に
備
え
、
訓
練

へ
の
参
画
を
は
じ
め
と
し
た
平
時
の
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【 

岡
山
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ 

】 
平
時
の
取
組
紹
介

　
　
～
岡
山
県
総
合
防
災
訓
練
へ
の

　
　
　
　
　
　
参
画
を
と
お
し
て
～
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令
和
２
年
３
月
25
日
か
ら
取
扱
い
が

始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は
、

開
始
以
降
、
申
請
方
法
や
受
付
期
間
、

据
置
期
間
の
延
長
な
ど
制
度
変
更
が
相

次
ぎ
な
さ
れ
、
最
終
的
に
は
緊
急
小
口

資
金
と
総
合
支
援
資
金
（
初
回
貸
付
・

延
長
貸
付
・
再
貸
付
）
の
４
種
類
、
１

世
帯
あ
た
り
最
大
２
０
０
万
円
の
借
入

れ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
、
６
万
３
千
６
４
１
件
の

約
２
５
４
億
円
の
貸
付
決
定
を
行
い
ま

し
た
。
世
帯
数
は
、
約
２
万
５
千
世
帯

と
な
り
、
岡
山
県
内
の
約
3.2
％
の
世
帯

で
借
り
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
月
別
貸
付
状
況
に

つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ

１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新型コロナ特例貸付の現状と
今後の取組

新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の

貸
付
状
況

償
還
免
除
・
償
還
猶
予

の
取
扱
い
開
始

1

2　
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
受
付
業
務

を
実
施
し
て
い
る
中
、
当
貸
付
に
係
る

貸
付
金
償
還
免
除
の
取
扱
い
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
償
還
免
除
に
は
、
確
認
対
象
と
な
る

者
や
判
定
時
期
、
判
定
方
法
等
の
定
め

が
あ
り
、
借
受
人
お
よ
び
同
一
の
住
民

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯
主
に
お
い

て
、
償
還
免
除
を
判
定
す
る
年
度
の
住

民
税
（
所
得
割
・
均
等
割
い
ず
れ
も
）

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
資
金

種
類
ご
と
に
一
括
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
判
定
年
度
初
年
度

と
な
る
令
和
５
年
度
に
対
象
と
な

る
債
権
が
、
３
万
９
千
４
６
２
件
あ

り
、
令
和
５
年
２
月
時
点
で
、
約

35
％
の
１
万
３
千
８
３
６
件
、
約

47
億
９
千
２
万
円
が
償
還
免
除
の
決
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
償
還
免
除
決
定
と
な
っ
た
人
や
世
帯

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
得
の
低
い
状
態
が
継
続
し
、

引
き
続
き
生
活
が
苦
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
な

支
援
に
確
実
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な

取
組
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
償
還
免
除
に
至
ら
な
い
も
の

の
償
還
（
返
済
）
が
困
難
な
借
受
人
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
と
し
て
、
償

　
約
2
年
6
か
月
間
実
施
し
て
き

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
特
例
貸
付
（
以
下
、

新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
）
が
、
令

和
4
年
9
月
末
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
本
来
、
貸
付
希
望

者
へ
の
相
談
業
務
を
主
と
し
た
生

活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
で
あ
り
ま

す
が
、
緊
急
的
な
資
金
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
貸
付
の
迅
速
性
が

優
先
さ
れ
、
借
受
希
望
者
の
生
活

福
祉
課
題
を
し
っ
か
り
把
握
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
っ
た
ジ
レ
ン

マ
を
抱
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
業
務
が

終
了
し
た
今
、
市
町
村
社
協
を
通

じ
て
、
借
受
世
帯
の
現
状
を
把
握

し
、
自
立
相
談
支
援
機
関
等
の
支

援
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら

生
活
再
建
へ
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
受
付
業
務

を
行
い
な
が
ら
、
借
受
希
望
者
か
ら
数

多
く
の
相
談
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
以
前
か
ら
生
活
基
盤

が
脆
弱
で
あ
っ
た
世
帯
は
、
よ
り
深
刻

な
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
少
な

く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
経
済

的
な
困
窮
以
外
に
も
複
数
の
生
活
課
題

を
抱
え
て
い
る
世
帯
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
貸
付
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、

借
受
世
帯
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
支

援
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
貸
付
業
務

が
終
了
し
た
今
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
生
活

困
窮
者
支
援
の
充
実
に
向
け
て
、
市
町

村
社
協
と
の
連
携
の
も
と
、
借
受
世
帯

へ
の
積
極
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
と
も

に
現
状
把
握
を
行
い
、
生
活
・
福
祉
課

題
の
早
期
発
見
と
併
せ
、
必
要
に
応
じ

て
各
相
談
支
援
機
関
等
へ
的
確
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
内
社
協

全
体
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、自
立
相
談
支
援
機
関
、行
政
・

生
活
保
護
担
当
課
等
、
多
機
関
協
働

に
よ
る
重
層
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整

備
に
向
け
た
後
方
支
援
の
取
組
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組　

　

― 

積
極
的
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
相
談
支
援
業
務
の
実
施
―

 気になる世帯i

I支援が必要な世帯I

市町村社協における役割、相談支援業務について

市町村社協

特例貸付借受世帯

アウトリーチ・スクリーニング

アセスメント（生活課題分析・明確化）

必要な支援につなげる

いつでも相談が受けられる体制整備・周知等

①全借受世帯の現状把

握・選別（アウトリー

チ・スクリーニング）

②支援が必要な世帯の生

活課題分析・明確化

（アセスメント）

③必要な支援につなげる

④いつでも相談が受けら

れる体制整備・周知等

3

還
猶
予
の
取
扱
い
も
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
定
の
要
件
に
該
当
し
、
償
還
猶
予

が
認
め
ら
れ
る
と
原
則
１
年
間
は
償
還

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
５

年
３
月
末
時
点
で
、
約
１
千
件
の
償
還

猶
予
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
償
還
猶
予
を
希
望
さ
れ
る
要
因
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
職

を
失
い
、
新
た
な
職
を
見
つ
け
て
就
労

す
る
も
の
の
、
以
前
と
同
じ
よ
う
な
収

入
が
な
く
生
活
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
受
付
期
間

中
に
幾
度
も
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
の
１
つ
に
令
和
４
年
12

月
ま
で
据
置
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
債
権
に
お
い
て
、
令

和
５
年
１
月
か
ら
償
還
開
始
と
な
り
ま

し
た
。
現
時
点
（
令
和
５
年
３
月
）
の

償
還
状
況
を
見
て
み
る
と
、
毎
月
、
約

３
割
の
償
還
率
と
な
っ
て
お
り
、
償
還

が
困
難
な
世
帯
が
多
い
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
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四
月
よ
り
地
域

福
祉
部
地
域
支
援

班
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
島
田
二
千

翔
と
申
し
ま
す
。

　
四
月
よ
り
福
祉

支
援
部
福
祉
人
材

支
援
班
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
長
田

朔
弥
と
申
し
ま
す
。

主
に
、
福
祉
従

事
者
へ
の
研
修
や
無
料
職
業
紹
介
事
業
、

福
祉
職
場
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
で
は
地
域
福
祉
を
専
攻
し
、
住

民
の
主
体
性
の
重
要
性
や
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
、
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活

新
任
職
員
紹
介

令和5年4月１日付

氏名 旧所属・職名

山下　泰三

橘　　哲也

石井　慎一

矢尾　直子

木村　真悟

小武守　敬子

武田　宗一郎

角南　友梨

西原　俊明

田口　都

地域福祉部・経営支援班　副部長

地域福祉部・地域支援班　主事

福祉支援部・生活支援班　副部長

地域福祉部・経営支援班　主査

地域福祉部・地域支援班　副部長

福祉支援部・生活支援班　主任

福祉支援部・生活支援班　主事

福祉支援部・福祉人材支援班　主事

福祉支援部・福祉人材支援班　主査

福祉支援部・福祉人材支援班　主任

副部長

主任

副部長

主幹

副部長

主査

主任

主事

主幹

主査

備考氏名

島田　二千翔

長田　朔弥

主事

主事

令和5年3月31日付

備考氏名

主事　織田　優香

総括生活
支援員

　椿原　恵

主事　高橋　一貴

河野　美恵子 非常勤嘱託職員（定年）

為房　尚美

岡﨑　昌弘

加賀　栄子

地域福祉部・
地域支援班

地域福祉部・
経営支援班

異動　　　

新所属・職名

正規職員

臨時職員

地域福祉部・地域支援班

（R5.4.1付　新規採用）

福祉支援部・
生活支援班

福祉支援部・
福祉人材支援班

旧所属・職名

福祉支援部・生活支援班

福祉支援部・生活支援班
（国立療養所生活支援事業）

地域福祉部・地域支援班
（くらし復興サポートセンター）

生活
支援員

退職

採用

所属・職名

正規職員

地域福祉部・地域支援班

福祉支援部・福祉人材支援班

岡山県社会福祉協議会　人事異動のお知らせ

を
継
続
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
勉

強
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
趣
味
は
、

体
を
動
か
す
こ
と
や
お
い
し
い
ご
飯
を

食
べ
る
こ
と
で
す
。

　
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
先
輩
方
の
ご
指
導
の
下
、
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
に
、
社
協
職
員
へ
の
新
任
研
修
や
地

域
実
践
研
修
、
地
域
公
益
活
動
の
推
進

に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
で
は
地
域
福
祉
を
専
攻
し
、
過

疎
化
が
進
ん
だ
地
域
で
浮
か
び
上
が
る

地
域
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
組
が
必
要
か
、
調
査
を
行

っ
た
り
、
住
民
の
方
と
一
緒
に
考
え
た

り
す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
趣

味
は
、
映
画
を
観
る
こ
と
で
す
。

　
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
日
々
努
力
を
重
ね
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
4
年
4
月
～
令
和
5
年
3
月
ま

で
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
様
で
す
。

本
会
事
業
推
進
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
一
般
】

・
東
洋
羽
毛
中
四
国
販
売
㈱
岡
山
営
業
所
　
様

・
㈱
ア
ミ
パ
ラ
　
様

・
㈱
Ｔ
Ｒ
Ｙ
Ｈ
О
О
Ｐ
　
様

・
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
財
団
　
様

・
鳳
凰
　
敦
　
様

・
フ
ク
シ
マ
ガ
リ
レ
イ
㈱
岡
山
支
店
　
様

・
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
中
国
㈱
　
様

・
第
九
十
一
回
ミ
サ
ワ
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
出
席
者
一
同
　
様

・
岡
山
県
農
業
共
済
組
合
　
様

・
岡
山
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
　
様

・
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
岡
山
県
協
会
　
様

・
匿
名
　

2
名

【
災
害
支
援
】

・
匿
名
　

1
名

【
香
典
返
し
】

・
石
原
　
利
夫
　
様
（
岡
山
市
）

　
岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
以
下
、
県
民
児
協
）
で
は
、
岡
山
県

下
一
斉
取
組
と
し
て
、「
小
中
学
校
等

あ
い
さ
つ
運
動
」
を
平
成
30
年
度
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６

（
１
９
１
７
）
年
５
月
12
日
、
当
時
の

笠
井
信
一
岡
山
県
知
事
の
下
、
岡
山
県

で
公
布
さ
れ
た
済
世
顧
問
制
度
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
毎
年
５
月
12
日
に
県
内

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一
斉
に
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
や
岡
山
県
警
察
本
部
、
地
域
の

関
係
者
等
と
連
携
し
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
こ
の
取
組
を
通
し
子
ど
も
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
、
見
守

り
等
の
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
に

留
ま
ら
ず
様
々
な
形
に
発
展
し
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
だ
け
で
な
く

福
祉
協
力
員
と
と
も
に
実
施
し
て
い
る

地
域
、学
校
の
校
内
放
送
で
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
紹
介
し
て
い
る
地
域
、
あ

い
さ
つ
運
動
を
き
っ
か
け
に
学
校
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
地
域
な
ど
、
地

域
の
関
係
者
等
と
自
分
た
ち
の
地
域
が

過
ご
し
や
す
く
な
る
よ
う
話
し
合
い
、

様
々
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
や
町

内
会
、
地
域
の
関
係
団
体
等
と
の
協
働

に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
取
組
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
活
動
が
不
安
定
な
状
態
で
し
た

が
、
徐
々
に
以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
が
再
構

築
さ
れ
る
よ
う
地
域
住
民
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

【
パ
ネ
ル
展
】

　

５
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
３
階　

岡
山
県
社
会

福
祉
協
議
会　

資
料
室
に
お
い
て
パ
ネ

ル
展
示
も
開
催
し
ま
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

５
月
12
日 

済
世
顧
問
制
度
創
設
日

　

岡
山
県
下
一
斉
取
組

昨年（令和4年5月12日）のあいさつ運動の様子

                                 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

                            

  
Ai ああいい社社会会保保険険労労務務士士法法人人  ☎☎00886633--8811--55663344  

hhttttpp::////aaiissrr..oorr..jjpp//  メメルルママガガ募募集集中中！！  

メメルルママガガはは HHPP かかららおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

特特定定社社会会保保険険労労務務士士  佐佐藤藤起起世世子子  

〒706-0024 玉野市御崎 2-3-13 ああいい社社労労士士法法人人  検検索索  

管理職・相談窓口担当者研修、体制の整備、外部相談窓口 

トータルでお引き受けします 

ハハララススメメンントト対対策策、、今今のの体体制制でで本本当当にに大大丈丈夫夫でですすかか？？  

〈
ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
は
…
〉

　
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
企
画
部

　
☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
２
２
　

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員

　

 

協
議
会
事
務
局
（
地
域
福
祉
部
）

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
２
８
３
５ 
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お見積り、事故のご相談、すべて無料！ 

お気軽にご連絡下さい。 
  
                                                                                                                                            
岡岡山山県県支支部部  
〒〒770000--00992277岡岡山山市市北北区区西西古古松松 223377--112266  松松本本ビビルル３３FF  

TTEELL008866--224466--33335555  FFAAXX008866--224466--33337755  

【本部】福岡市博多区東比恵２－１５－２５  
        TEL：092-441-5901  

NJ730.2103.0213.999999 
 

　
岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

5
月
21
日
（
日
）
福
祉
・
介
護
分
野
の

就
職
フ
ェ
ア
を
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
）
で

開
催
し
ま
す
。
出
展
す
る
60
法
人
と
直

接
話
が
で
き
る
個
別
面
談
会
や
就
活
に

役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
福
祉
・
介
護

の
仕
事
を
考
え
て
い
る
方
、
転
職
を
考

え
て
い
る
方
、
未
経
験
の
方
な
ど
、
お

気
軽
に
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
「
お
か
や
ま
フ
ク
シ
・
カ
イ
ゴ
Ｗ
Ｅ

Ｂ
」
「
Ｏ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
福
祉
・
介
護

フ
ェ
ス
２
０
２
３
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

福
祉
・
介
護
の
仕
事
の

魅
力
を
お
届
け
す
る
情

報
サ
イ
ト
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
・
介
護
業
界
の
就
職
相
談
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

5
月
21
日
（
日
）
開
催

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
岡
山

60
法
人
ブ
ー
ス
出
展
決
定
！

◆ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
８
６
ー
２
２
６
ー
３
５
０
７ 

                              

                              

                              

                      

★認証制度、新規申請に関することなどは、岡山県福祉人材センターへ

お問い合わせください。 

 詳しくは、県内の福祉・介護の魅力情報発信サイト「おかやまフクシ・

カイゴ WEB すまいる宣言」ホームページをご確認ください。

https://smile.okayama-fukushikaigo.jp/ 

令和４年度後期に、新規申請の１法人、更新申請の５法人が、働きやすい職場環境づくりに積極的に取り組む

「すまいる宣言 ５つ星宣言事業所 ★★★★★ 」として新たに登録されました。 

令和４年度末現在、29法人 386事業所が登録されています！ 

＜更新登録５法人＞ 

006-更① 社会福祉法人 純晴会 （8事業所） 

007-更① 医療法人 たくふう会（12事業所） 

008-更① 社会福祉法人 恩賜財団済生会 

        支部岡山県済生会（21事業所） 

009-更① 社会福祉法人 鷲山会（11事業所） 

010-更① 社会福祉法人 愛誠会（8事業所） 

 

 

 

 

社会福祉法人 岡山博愛会（岡山市中区） 宣言登録番号 

OKA00029 岡山博愛会病院など12事業所 

＜新規登録１法人＞ 

「自分のして欲しいように人にしてさ

し上げる」 

この組織にいたらこの職場であれば

私はきっといい人生がおくれると職員

が思える職場を一緒に作っていきま

しょう。 

 

すまいる宣言スタート応援相談を実施中！ 

すまいる宣言への申請や更新を考えている法

人・事業所向けに、毎月第３水曜日の 13時～16

時に定期の相談日を設けています。お気軽にご

相談ください。 

「働きやすい職場づくり」

に向け、各法人で特色を

生かした取組が進められ

ています  

令和４年度後期認証 

 すまいる宣言登録法人・事業所 紹介 
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岡山県共同募金会

　令和 4 年度の「共同募金運動」ならびに「歳末たすけあい運動」
につきましては、県民の皆様より温かいご支援、ご協力をいただき、
誠にありがとうございました。
　下記のとおり、募金実績等を報告いたします。

　令和 4 年度に県民の皆様からお寄せいただいた募金について、このほど以下の
とおり配分を決定し、4 月13日に共同募金配分交付式を開催して、対象の89施設・
団体に対し配分決定通知書を交付いたしました。令和 5 年度に各配分先におい
て有意義に活用されます。
　また、今後、配分決定する事業もありますので、本会ホームページをご覧ください。

　共同募金の助成により、利用者送迎用車両の整備をさせてい
ただきました。
　運転がしやすい小回りの利く軽ワゴン車の車いす対応車両が
整備されたことで、送迎時に要する介護負担の軽減、送迎時間
の短縮が実現しました。
　また、交通手段の関係で外出の機会が制限されている利用者
様の個別のニーズにも対応することができるようになり、社会
参加への一助になると思われます。
　今後もより多くの利用者様のニーズの充足に向けて尽力して
参ります。
　今回整備させていただいた車両につきましては、長く大切に
利用させていただきます。ありがとうございました。

令和４年度共同募金配分（令和５年度実施事業分）

令和４年度募金実績

ありがとうメッセージ（令和 4 年度実施事業）

【内訳】
　地域歳末たすけあい募金  　  48,269,958 円
　ＮＨＫ歳末たすけあい募金　 7,122,549 円

　保育所や障害福祉サービス事業所等様々な福
祉施設の設備・備品や車両整備費、児童養護施
設入所児童等の支援、ボランティア・ＮＰＯ団
体などを含む福祉関係団体や社会福祉協議会が
行う地域福祉活動などに活用され、さらに大規
模災害の発生にも備えます。

共同募金運動 歳末たすけあい運動

　地域で行われる慰問事業や配食サービスをは
じめ、福祉関係団体の活動や障害者福祉施設な
どの備品整備などに活用されます。

配 分 先 ・ 事 業 配分額（円）
民間社会福祉施設（23 件） 13,250,000
県域福祉関係団体（21 件） 6,030,000
県・市町村社会福祉協議会（28 件） 156,640,000
赤い羽根ボランティア団体・ＮＰＯ活動支援事業（2 件） 280,000
赤い羽根共同募金「地域ささえあいプロジェクト」（8 件） 9,690,000
ＮＨＫ歳末たすけあい 2 次配分（7 件） 3,810,000

合　　計（89 件） 189,700,000

２２６, ９９８, ６０１円募金総額

５５, ３９２, ５０７円募金総額

わくわく祇園 ’s（岡山市）［利用者送迎用車両整備事業］　
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本
機
関
紙
の
講
読
料
は
、
岡
山
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
年
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

機関紙「岡山県社会福祉」への
ご意見・ご感想をお寄せください！

機関紙へのご意見・ご感想、住所、氏名、年齢をご記入の上、下記までお送りください。
■郵　送：〒700-0807　岡山市北区南方２丁目13-1　きらめきプラザ３階
　　　　岡山県社会福祉協議会　広報班
■ＦＡＸ：０８６－２２７－３５６６　まで

なお、当選の発表は
商品の発送をもってかえさせて

いただきます。

ご意見・ご感想をいただいた方の中から３名様にももるんじゃーグッズをプレゼントします。

●医療的ケア児とは…
医学の進歩を背景としてNICU等に長期入院した後、引き続き、
人工呼吸器や胃ろう等を使用し、痰の吸引や経管栄養等の医療
的ケアが日常的に必要な児童のこと。

岡山県医療的ケア児支援センター
岡山県医療的ケア児支援センター

　保健師

　荒木 深沙妃 さん

―地域と医療福祉をつなげる―

　～岡山県医療的ケア児支援センターの実践～

―
現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

　

医
療
的
ケ
ア
児
を
育
て
て
い
る
ご
家

族
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
医
療
や
福
祉
、
在

宅
で
の
生
活
全
般
の
様
々
な
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
や
地
域
の

行
政
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
都
度
、
市
町
村
行
政
や
病
院
、
学

校
等
と
連
携
し
、
ご
家
族
が
、
医
療
的

ケ
ア
児
と
と
も
に
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
、
相
談
を
伺
い
、
必
要
に

応
じ
て
訪
問
や
会
議
へ
の
参
加
、
連
絡

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ご
家
族
か
ら
、「
こ
の
子
が
い
る
か
ら

私
は
仕
事
を
諦
め
な
い
と
い
け
な
い
の

か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
的
ケ
ア
児

を
育
て
る
中
で
、
色
ん
な
こ
と
を
諦
め

て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん

方
と
一
緒
に
、
地
域
社
会
で
理
想
と
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
ご
家
族
と
一

緒
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
教
育
を
受
け
る
た
め

に
は
親
の
常
時
の
付
き
添
い
が
必
要
で

し
た
。
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法
が
施
行

さ
れ
「
看
護
師
が
学
校
や
園
に
配
置
さ

れ
る
こ
と
で
、
医
療
的
ケ
ア
児
が
親
な

し
で
通
学
す
る
こ
と
が
実
現
す
る
」
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

そ
れ
以
外
に
、
相
談
を
受
け
て
初
め

て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
資
源
開
発
を
進
め
て
い

く
力
も
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
だ
と
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　

そ
う
し
た
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
、

他
領
域
と
連
携
し
て
チ
ー
ム
で
ご
家
族

を
支
え
ら
れ
る
保
健
師
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
で
の
生
活
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

法
律
が
施
行
さ
れ
た
事
で
様
々
な
領

域
の
意
識
が
変
わ
り
ご
家
族
の
期
待
は

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
に

応
じ
る
よ
う
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
も
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
に
お
い

て
は
、
地
域
と
医
療
や
福
祉
を
繋
ぐ
、

担
い
手
で
あ
り
た
い
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
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岡
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